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四季
　私が子供の頃、夏一番の美味しい「おやつ」といえば酒饅頭でした。祖母

や母が汗を流しながら作ってくれる酒饅頭は夏の一番の楽しみで、出来上

がるのが待ちきれない程でした。5才上の姉も大きくなると、参加するよう

になり、祖母や母はどんなに心強く思ったことでしょう。歳月が流れて、私

は叔母の跡取りとなりましたが、こちらの義母も酒饅頭作りが大変上手で、得意でした。

　いつも縫い物をしていたという母は、嫁ぐまで一度たりとも鍬を持った事がなく、祖父に教えて貰い、苦労

して農業を覚えたそうです。母の実家では農業をして下さる人を雇用していて、畑仕事を取り仕切っておられ

たとのこと。酒饅頭作りには、餡にする小豆が大量にいる為、母はいつも懸命に小豆を育てていました。

　小・中学生の頃、鞄を家に置くと「ただいま」と、畑にいる母の所に走って行きました。収穫の秋は母の努力

が実って、沢山の小豆が取れました。実家でも、こちらの義母も酒饅頭作りは見事でしたが、分量など計量す

ることなく、長い間に培ってきた鋭い勘で「良い加減」に作り上げるのでした。是非、私も作ってみたいと義母

に習いましたが、経験の浅い私には応用がきかないため、材料をすべて計量化し、いつでも同じ大きさや、

同じ味にと腐心し、レシピを作り上げました。味を左右する小豆の餡にも神経を使

い、差し上げる皆さんにも評価して頂ける領域へ達することができました。酒饅頭

作り一筋に40年近い歳月が流れました。セイロで蒸し上げるときの匂いや、作り

込んだ酒が発酵した時にそこはかとなく漂う甘い香りに、息子達は「我家の夏の匂

いだ」と表現していました。夏の到来をしみじみと実感するのでした。
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